
大正14年3月 学園の母胎（隈府女子技芸学校）創立認可創立者兼、初代校長荒木民次郎
大正14年10月 荒木民次郎急死につき妻、末生校長となる
昭和2年9月 現在地に移転
昭和20年9月 荒木修戦地より復員。校長代理に就任
昭和27年4月 「隈府女子専門学校」と改称
昭和37年6月 「学校法人菊池女子学園」設立のため、校地3,500平米、校舎1,000平米余りを法人に寄付
昭和38年5月 法人名により、運動場予定地9,800平米を買収
昭和38年7月 学校法人菊池女子学園、菊池女子高校設立同日認可、理事長兼校長、荒木修
昭和39年4月 菊池女子高校開校　普通科20名、家庭科107名、全校生127名
昭和39年12月 鉄筋4階建校舎1,341平米完成
昭和41年12月 鉄筋4階、教室兼管理棟612平米完成
昭和43年3月 第3回卒業生より、初の4年制国立大学合格者出る
昭和45年2月 教育基盤育成のため、学校林（卒業記念林）造成開始　現在1号林から5号林まで設定
昭和47年10月 10周年記念事業、鉄筋4階特別教室棟1,304平米完成
昭和51年3月 学園理事、荒木末生逝く
昭和53年6月 プール建設
昭和58年10月 創立20周年を祝う。スクールバス運行開始
昭和60年11月 学校長荒木修藍綬褒章受章
昭和62年3月 体育館861.05平米完成
昭和62年4月 普通科を一般、進学の2コースとし、家庭科に被服コース設定
昭和63年4月 家庭科に福祉コース設定。（県よりボランティア校指定）
平成元年4月 家庭科福祉コースを社会福祉科に改称
平成元年7月 学校長菊池市長に就任。荒木元子副校長となる
平成2年3月 温水プール設備完成
平成3年3月 社会福祉コース卒業生より、初の介護福祉士合格者出る
平成4年6月 全館冷暖房完備。寄宿舎109.18平米を増築
平成5年7月 学校長、菊池市長退任
平成6年4月 学校長、勲4等瑞宝章受章
平成6年6月 漕艇部「くまもと未来国体」強化拠点指定
平成6年10月 創立30周年記念式典
平成10年6月 パソコン・介護専用実習特別校舎完成
平成12年9月 漕艇部「くまもと未来国体」出場
平成13年8月 漕艇部「ひのくに新世紀総体」出場
平成14年6月 学校長、知事より感謝状を受く
 （私立学校審議会委員として39年間、内昭和59年より同会長）
平成14年12月 創立者（初代理事長、学校長）　荒木修逝く　従五位　叙位
平成14年12月 荒木元子　理事長兼学校長就任
平成16年11月 創立40周年記念式典
平成18年4月 剣道部創部
平成18年12月 理事長・学校長、文部科学大臣教育者表彰
平成18年12月 剣道部初國杯優勝
平成19年6月 剣道部九州高校総体出場（熊本県大会ベスト4）
平成19年6月 漕艇部九州高校総体出場
平成20年2月 剣道部九州高校選抜女子団体3位
平成21年8月 郷土芸能部全国高等学校総合文化祭（三重県）出場　
平成22年2月 剣道部九州高校選抜女子個人優勝
平成22年5月 剣道部熊本県高校総体個人優勝・準優勝、団体準優勝
平成22年7月 玉竜旗高校剣道大会　準優勝
平成22年8月 剣道部「美ら島」沖縄総体出場
平成23年3月 介護福祉士国家試験全員受験全員合格
平成25年3月 介護福祉士国家試験全員受験全員合格
平成25年4月 第2代荒木元子校長退任　第3代堀野誠也校長就任　翌年退任
平成26年4月 第4代長谷川敏光校長就任　翌年退任
平成27年4月 第5代荒木真紀子校長就任　バトントワーリング特別活動開始
平成27年8月 郷土芸能部全国高等学校総合文化祭（滋賀県びわこ総文）出場
平成28年1月 バトントワーリング国際大会トワールマニア（米国フロリダ）出場
平成28年4月 吹奏楽部創部
平成28年5月 荒木元子理事長退任　荒木真紀子理事長就任
平成28年8月 郷土芸能部全国高等学校総合文化祭（広島県ひろしま総文）出場
平成29年1月 バトントワーリング国際大会トワールマニア（米国フロリダ）出場
平成29年4月 バトントワーリング部創部
平成29年6月 剣道部熊本県高等学校総合体育大会 団体優勝 インターハイ出場決定
平成29年7月 第61回熊本県吹奏楽コンクール高校Bパート 創部2年目銀賞
平成29年12月 第21回熊本県高等学校文化連盟新人コンクール 創部1年目金賞
平成30年2月 きくち女子舞　活動始動
平成30年3月 普通教室棟（本館）耐震改修工事終了
令和元年10月 特別教室棟（新館）完成
令和2年4月 普通科に進学・グローバル、観光・ビジネス、みらいくるの3コース、
 家庭科にファッションデザイン、フードデザイン、保育ふくしの3コースを設置
令和4年4月 社会福祉科募集休止
令和3年5月 第2代校長・理事長　荒木元子逝く
令和3年8月 郷土芸能部全国高等学校総合文化祭（和歌山総文）出場

学園のあゆみ

昭和10年新築当時の練心館
（右半分が現存）

昭和29年新築当時の講堂

昭和35年菊池女子高校の母胎
隈府女子専門学校の正門

昭和38年菊池女子高校運動場開き

ブルドーザーに乗って運動場の整地
に励む初代学校長（創立者）

料金は路線バス定期の約3分の2の額で登下校も安心・安全です。

スク ー ル バ スのご 案 内

通学に要する保護者の負担軽減と
通学中の事故防止のため、

本校はスクールバスを運行しています。

2023年度主な停車場所

※車両は七城観光バス※乗降地点は、利用者のご希望により変更する場合があります。

バトン部・吹奏楽部は2便運行中部活生に

1号車

※運行表は別途チラシにてご確認ください。

日赤
東バイパス
菊陽バイパス
大津駅
旭志線

・帯山ヤマダ電機
・熊本インター松の本バス停
・光の森駅旧道
・カメラの中野菊陽店前
・出分公民館
・蘇伝寺温泉
・旭志伊坂

2号車

東区東町
熊本市桜木
阿蘇西原  
大津矢護川線

・秋津薬局前バス停
・アクア益城店前
・阿蘇西原布田ローソン前
・錦野郵便局前（烏子）
・大津駅南口
・翔陽高校入り口前バス停
・大津矢護川中窪田

3号車

北区植木町
山鹿
来民
七城町線

5号車

御代志
須屋団地
楠
武蔵ヶ丘
辻久保線

・熊本高専前
・コンビニあらい店
・みずき台グラウンド
・黒石下バス停
・合志三ツ石セブン
・川添バス停
・熊本ヤクルト前
・城北小前バス停
・友みつこ歯科前
・麻生田ローソン前バス停
・楠団地前
・沖畑バス停
・武蔵ヶ丘バス停
・武蔵野台コスモス前
・永江団地ダイレックス前
・肉のかのや御代志
・孔子公園前バス停
・富バス停
・広瀬バス停前

学 生 寮 の ご 案 内

定員
20名

維持管理費、生活・食事費、運営費含む

月額合計45,000円
入舎料　20,000円（入寮時のみ）

冷暖房完備 ユニットバス トイレ付き 1～2人部屋

寮　費

※寮費は2023年度現在　※入寮には、一定の条件があります。

・植木駅
・田原坂ニュータウン前
・夢大地前カントリー
・山鹿郵便局前
・米田公園前
・山伏温泉
・家族湯　幸泉閣
・ドラッグストアモリ　山鹿店
・セブンイレブン七城店（甲佐）

中華首藤さん

菊池女子高等学校アンバサダー

「みなさんの高校生活を応援してます！」

保護者総会での講演をはじめ様々な場面で
学内イベントに参加いただく予定です。

98
年
前
、文
教
の
地「
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池
」に
手
作
り
で
始
ま
っ
た
。
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令和元年には特別教室棟が、明るい
校舎に生まれ変わりました。




